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様式第１（第１５条関係） 

会 議 録  

会議の名称 
 

平成２７年度第３回和泉市市民活動支援制度判定会 

開催日時 平成２７年１２月 ４日（金） 午前９時 ３０分から １１時１０分まで 

開催場所 
 

和泉市コミュニティセンター １階 中集会室 

出席者 

 

黒田会長、青山委員、笠井委員、森吉委員 

事務局（濱田公民協働推進室室長、藤井公民協働推進室総括主査、山本公民

協働推進室主任、仲公民協働推進室主事） 

会議の議題 
・支援対象団体の実績報告にかかる審査について 
・平成２８年度事業における応募団体の審査について 

会議の要旨 

 
１．はじめに 
  会長あいさつ 
 
２．支援対象団体の実績報告にかかる審査について 
 
３．平成２８年度事業における応募団体の審査について 
 
４．その他 

会議録の

作成方法 
□全文記録 

■要点記録 

記録内容の

確認方法 

□会議の議長の確認を得ている 
□出席した構成員全員の確認を得ている 

□その他（                                                ） 

その他の必要

事項（会議の

公開･非公開、

傍聴人数等） 

 
・ 会議の形式：公開 
・ 傍聴人：１人 
・ 議事録の公開：有り 
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審 議 内 容 （発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

【司会】 
本日はお忙しい中、ご出席賜り誠にありがとうございます。 

只今から、平成２７年度第３回和泉市市民活動支援制度判定会を開催させていただき

ます。私、本日の司会進行をさせていただきます市長公室公民協働推進室の藤井でござ

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日の判定会の欠席について報告をさせていただきます。湯川委員におかれましては

所要のため欠席の連絡をいただいています。又、青山委員におかれましては、所用によ

り少し遅れるとの連絡をいただいています事を報告させていただきます。 

それでは、本日の会議資料の確認をさせていただきます。 
本日配布させていただいております資料が次第と資料１から資料７までの資料

となってございます。先に郵送させていただいている２７年度実績報告書７団体

分、それと２８年度応募団体、エントリーシート３３団体分の方でございます。本

日、差し替えという形でのぞみ野の夏まつり実行委員会、国府校区納涼大会実行委

員会、月の明かりコンサート実行委員会の関係資料について机上配布をさせていた

だいていますが、差し替えで配布させていただいているので、よろしくお願いしま

す。 
次に進めさせていただきます。 
本日の判定会の流れを簡単に説明させていただきます。次第１、黒田会長からごあい

さつをいただいた後、次第２、今回実績報告があった７団体について、事務局より説明

をさせていただき、審査・判定をしていただきます。 

次に次第３、平成２８年度事業における応募団体、３８団体について事務局より説明

をさせていただき、審査・判定をしていただきます。 

次に次第４、その他として、今後のスケジュール等についてご報告させていただきま

す。 

以上が本日の判定会の流れでございます。それでは、以後の進行について会長よろし

くお願い申し上げます。 

  

【会長】 

 おはようございます。本日は、よろしくお願いいたします。 

 審議事項がたくさんありますので進めてまいりたいと思います。それでは、会議に入

ります前に和泉市助成審査委員会規則第６条第２項の規定によりまして、会議の開催要

件であります委員の過半数の出席があると認め、本日の議事を進めさせていただきます。 

 それでは、次第２の申請団体の実績報告にかかる審査を行います。申請のあった団体

について事務局、一括で説明をお願いします。 

【事務局】 

それでは、公民協働推進室の山本より実績報告書の提出がありました７団体について、

まとめてご説明させていただきます。 

 まず初めに、お配りさせていただいております資料につきまして、ご説明させていた

だきます。資料１につきましては、各団体への交付決定額の一覧でございます。今回、

提出のありました団体につきましては、色を付けさせていただいております。団体番号

１、３、６、７、１６，１９、３３の７団体でございます。次に資料２につきましては、

当初予算と決算の内容が比較できるようにまとめさせていただいている資料でございま



 3 

す。また、団体から提出されました実績報告に係る関係書類と当初のエントリーに係る

関係書類を事前に送付させていただいております。   

次に資料３につきましては、判定をしていただく資料といたしまして、各団体の総事

業費や交付申請額、届出額等を記載させていただいており、各団体の実績内容が適正で

あるかを判定いただくシートとなっております。 

 それでは、各団体の実績内容につきまして、ご説明させていただきます。 

まず、初めに団体番号１「のぞみ野街づくり推進委員会」でございます。 

同団体より提出のありました事業報告書を基に事業内容を確認したところ、７月２５日

に桃山学院大学のチャペル前広場にて河内家菊水丸による盆踊りやストリートダンス、

阿波踊り、いずみ太鼓「鼓聖泉」、モンキーパフォーマンス、桃山学院大学の吹奏学部と

チアリーディング部による催し物等を行うのぞみ野夏まつりを開催しており、今回１１

周年を迎え、知名度も高まり、大勢の来場者の安全対策として、会場警備の強化及び医

療班・介護班を設置することにより、事故なく事業を実施したことで事業目的を達成で

きたといった内容の実績報告が提出されております。 

 続きまして、収支決算についてご報告させていただきます。 

まず、収入の部でございますが、当初提出のありました予算書の収入２，５００，０

００円に対し決算書では、２，６６９，８５４円となっており、１６９，８５４円の収

入増となっております。 

 つづきまして、支出の部でございますが、まず、報償費につきまして、当初予算額９

００，０００円に対し、決算額が８１６，１２０円となっており、８３，８８０円の減

額となっております。減額の理由といたしましては、当初より出演者を減らしたことが

主な要因であります。 

次に、消耗品費につきまして、当初予算額４０，０００円に対し、決算額が１１，３

９２円となっており、２８，６０８円の減額となっております。減額の理由といたしま

しては、既存の物を使用することにより購入を減らしたことが主な要因であります。 

次に、食料費につきまして、当初予算額１１０，０００円に対し、決算額が１１０，

３１９円となっており、概ね予算通り執行されています。内容といたしましては、出演

者の弁当代、作業に伴うスタッフの飲料代でございます。 

次に、印刷製本費につきまして、当初予算額１８０，０００円に対し、決算額が１６

２，０００円となっており、概ね予算通り執行されています。内容といたしましては、

チラシでございます。 

次に、役務費につきまして、当初予算額１０，０００円に対し、決算額が５，３０２

円となっており、概ね予算通り執行されています。内容といたしましては、切手代、振

込手数料等でございます。 

次に、委託料につきまして、当初予算額６３０，０００円に対し、決算額が７６９，

３４０円となっており、１３９、３４０円の増額となっております。増額の理由といた

しましては、舞台の設置費用の値上がりが主な要因であります。 

次に、原材料費につきまして、決算額が９，７３９円となっております。当初予算で

は見込んでなかったですが、ちょうちんを吊るロープなどが老朽化しており、急きょ購

入することなったためであります。 

続いて対象外経費については、予算当初計上されていた抽選会景品代等が減額になっ

てはいるものの、予算書で計上されていなかったスタッフユニフォームの購入費やスタ

ッフの打ち上げ等で１５５，６４２円の増となっています。 

以上が、実績報告の主な内容でございますが、事務局におきまして、領収書並びに関
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係書類を精査した結果、適正に執行されているものと判断しております。 

続きまして、団体番号３ 「国府校区納涼大会実行委員会」でございます。 

事業の目的といたしましては、町会に属さない住民の方や家庭での孤立化が増加し、

地域住民の関係が希薄になっているなか、納涼大会を通じて、地域住民の交流の機会を

創出し、地域住民のつながりの再構築・強化を図ろうとするものでございます。事業内

容につきましては、国府小学校にて盆踊りや地域各種団体によるボランティア参加の模

擬店、国府校区などの有志の鼓笛隊や踊りの発表など各種団体が一同に介し催し物を行

う国府校区納涼大会を開催し、盆踊りや模擬店を通じ参加者が世代を超えた文化交流や

伝統継承が出来き、また、納涼大会を通じて、顔なじみを増やすことで、地域住民のつ

ながりを深くし、犯罪や非行防止にも役立っているとの実績報告が提出されております。 

続きまして、収支決算についてご報告させていただきます。 

まず、収入の部でございますが、 

当初提出のありました予算書の収入２，２１０，０００円に対し決算書では、３、１

６９，６９９円となっており、９５９，６９９円の収入増となっております。 

 つづきまして、支出の部でございますが、まず、報償費につきまして、当初予算額１

１０，０００円に対し、決算額が５０，０００円となっており、６０，０００円の減額

となっております。減額の理由といたしましては、盆踊りの音頭取りを当初１０名予定

していましたが、５名と人数を減らしたことが要因となっています 

次に、旅費につきまして、決算額が２，５３０円となっており、買い出しでの高速代、

駐車代となっています。 

次に、消耗品につきまして、当初予算額８７，７００円に対し、決算額が８０，７７

８円となっており、概ね予算通り執行されています。内容といたしましては、事務用品、

ブルーシート、ゴミ袋等でございます。 

次に食料費につきまして、当初予算額２２０，０００円に対し、決算額が９３，４９

３円となっており、１２６，５０７円の減額となっています。減額の理由といたしまし

ては、当初見込んでいたよりも少ない作業人数で準備を行なえたことが要因となってい

ます。 

次に印刷製本費につきまして、当初予算額１４０，０００円に対し、決算額が２００，

０１２円となっており、６０，０１２円の増額となっています。増額の理由といたしま

しては、来場者向けの模擬店の配置図やイベントの予定表等のポスターをわかりやすく

するため、当初予定していた規格より大きく作成したことにより増額になった要因でご

ざいます。 

次に、役務費につきまして、当初予算額８３，３００円に対し、決算額が３，４８４

円となっており、７９，８１６円の減額となっています。減額の理由といたしましては、

予算書において計上されていた傷害・損害賠償に係る保険料が、他団体が負担したこと

から対象外経費として６７，０７０円計上されたことが要因となっております。 

次に委託料につきまして、当初予算額５３０，０００円に対し、決算額が４８４，３

４０円となっており、概ね予算通り執行されています。内容といたしましては、物品レ

ンタル及び設置作業、ごみ処理、仮設電気工事、警備でございます。 

次に原材料費につきまして、当初予算額３９，０００円に対し、決算額が５７，１９

２円となっており、概ね予算通り執行されています。内容といたしましては、やぐらの

材料費でございます。 

次に、使用料につきまして、決算額が３４，２００円となっており、プロパンガス代

となっています。当初、消耗品費で見込んでおりましたが、使用料に費目替えさせてい
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ただきました。 

以上が、実績報告の主な内容でございますが、事務局におきまして、領収書並びに関

係書類を精査した結果、適正に執行されているものと判断しております。 

続きまして、団体番号６ 緑ケ丘世代間交流実行委員会でございます。 

同団体の事業の目的ですが、シニアから子どもまで全世代が参加できる夏祭りを開催

し、これを通じて地域住民の世代間の交流を促進し、協働・共生の促進を図ることを目

的としております。 

事業内容につきましては、８月２日にいずみ緑ケ丘自治会館及び桃山学院大学におい

て緑ケ丘夏祭りが開催されました。参加者が約１２００~１５００名あり、模擬店、子ど

も遊び広場、盆踊り、ビアガーデン、ハワイアン演奏やフラダンス等の催しが行われま

した。 

事業の成果といたしましては、昨年度より桃山学院大学の協力のもと、子ども向けの

遊びや模擬店が好評で、参加者も幅広くなり、世代間の交流が深められたといった実績

報告となっています。 

まず、収入の部でございますが、当初提出のありました予算書の収入１，３００，０

００円に対し決算書では、１，２５０，８８８円となっており、４９，１１２円の収入

減となっております。次に支出の部でございますが、まず、報償費につきまして、当初

予算額３１０，０００円に対し、決算額が１８８，８１１円となっており、１２１，１

８９円の減額となっております。減額の理由といたしましては、当初見込んでいたより

も、出演者への謝礼や参加賞の費用がかからなかったことで減額となっております。 

次に、消耗品費につきまして、当初予算額１４０，０００円に対し、決算額が９８，

２２３円となっており、４１，７７７円の減額となっております。減額の理由といたし

ましては、既存の物を使用することにより購入を減らしたことが主な要因であります。 

次に、食料費につきまして、当初予算額５０，０００円に対し、決算額が３８，５７

４円となっており、概ね予算通り執行されています。内容といたしましては、出演者の

弁当、作業に伴う飲料になります。 

次に、印刷製本費につきまして、当初予算額３０，０００円に対し、決算額が１０，

８４３円となっており、概ね予算通り執行されています。内容といたしましては、周知

用チラシになります。 

次に、役務費につきまして、当初予算額３，０００円に対し、決算額が９，６１０円

となっており、６，６１０円の増額となっております。増額の理由といたしましては、

行事保険を当初見込んでいた人数より多くなったことが増額の要因となっております。 

次に、委託料につきまして、当初予算額３００，０００円に対し、決算額が２９７，

４１０円となっており、概ね予算通り執行されています。内容といたしましては、物品

レンタル及び設営撤去業務、仮設電源電気工事になります。 

次に、原材料費につきまして、当初予算額２４０，０００円に対し、決算額が３１１，

８２８円となっており、７１，８２８円の増額となっております。増額の理由といたし

ましては、熱中症対策でガーデンクーラーを吊るす台の木材が必要になったことや参加

者の増員を見込んで夜店の材料を増やしたことが増額の要因となります。 

次に、備品購入費につきまして、当初予算額１００，０００円に対し、決算額が９５，

６８８円となっており、概ね予算通り執行されています。内容といたしましては、仮設

電源向け分電盤、配線器具になります。 

最後に対象外経費として、スタッフの設営撤去作業に対する報償費１９０，５００円、

撤去作業時のスタッフの弁当に対する食料費９，４０１円の計１９９，９０１円が計上
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されております。 

 

以上が、実績報告の主な内容でございますが、事務局におきまして、領収書並びに関

係書類を精査した結果、適正に執行されているものと判断しております。 

続きまして、団体番号７番 和泉市音楽家連盟「音の和」でございます。同団体の、

事業の目的ですが、クラシック音楽の普及と地域の音楽文化向上に寄与することを目的

としております。 

 同団体より提出のありました事業報告書を基に事業内容を確認したところ、８月８日

に和泉シティプラザの弥生の風ホールにて、舞台背景に様々な絵画を投影し、それにち

なんだ名曲の演奏を行っております。それにより、クラシックに馴染みのないお客様に

もよりわかりやすく音楽と絵画に興味を持ってもらえるような内容の実績報告が提出さ

れております。 

 続きまして、収支決算についてご報告させていただきます。 

まず、収入の部でございますが、 

予算書の収入６８８，０００円に対し決算書では、５４９，８９２円となっており、

１３８，１０８円の減収となっております。 

 つづきまして、支出の部でございますが、まず、報償費につきまして、当初予算額６

０，０００円に対し、決算額が２６，０００円となっており、３４，０００円の減額と

なっております。減額の理由といたしましては、ゲストの謝礼を無くしたことが主な要

因であります。 

次に、委託料につきまして、当初予算額２７，０００円に対し、決算額が２３，２５

０円となっており、概ね予算通り執行されています。内容といたしましては、舞台監督、

チケット販売でございます。 

次に、印刷製本費につきまして、当初予算額７２，５００円に対し、決算額が１８，

２３５円となっており、５４，２６５円の減額となっております。減額の理由といたし

ましては、デザイン等を自身で作成したことでデザイン料をおさえたことが主な要因で

あります。 

次に、使用料及び賃借料につきまして、当初予算額３１８，５００円に対し、決算額

が２７２，８８２円となっており、４５，６１８円の減額となっております。減額の理

由といたしましては、予算当初どの曲にするか決まっておらず、著作権使用料を多く見

込んでいたが、支出をおさえるために著作権がかからない曲を使用したことが主な要因

であります。 

次に旅費につきまして、決算額が４００円となっております。 

内容といたしましては、駐車代でございます。 

次に食料費につきまして、当初予算額３，０００円に対し、決算額が８３２円となっ

ており、２，１６８円の減額となっております。減額の理由といたしましては、調律師

の弁当を無くしたとが主な要因であります。 

次に役務費につきまして、当初予算額１７，０００円に対し、決算額が１０，１７０

円となっており、６，８３０円の減額となっております。減額の理由といたしましては、

広告掲載をなくしたことが主な要因であります。 

次に消耗品費につきまして、当初予算額１５，０００円に対し、決算額が５，３２３

円となっており、９，６７７円の減額となっております。減額の理由といたしましては、

既存の物を使用することにより購入を減らしたことが主な要因であります。 

最後に対象外経費として、練習時のスタッフのお茶代に対する食料費２，８００円、
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会員が行う演奏準備や台本製作等への謝礼が１９０，０００円の計１９２，８００円が

計上されております。 

 

以上が、実績報告の主な内容でございますが、事務局におきまして、領収書並びに関

係書類を精査した結果、適正に執行されているものと判断しております。 

続きまして、団体番号１６番 NPO現場見学バスツアー実行委員会でございます。同

団体の、事業の目的ですが、フィールドワーク行うことにより、現在活躍中のＮＰＯと

語り合い、ネットワークの輪を広げ、市民活動の活性化を図ることを目的としておりま

す。 

 同団体より提出のありました事業報告書を基に事業内容を確認したところ、９月１８

日にＮＰＯ現場見学バスツアーを実施。３つの現場を訪問し、それぞれの現場での話や

見学することにより、市民活動の必要性を参加者に感じていただくことができたとの実

績報告が提出されております。 

続きまして、収支決算についてご報告させていただきます。 

まず、収入の部でございますが、 

当初提出のありました予算書の収入１２０，０００円に対し決算書では、１０９，９

５０円となっており、１０，０５０円の収入減となっております。 

 つづきまして、支出の部でございますが、まず、報償費につきまして、当初予算額１

５，０００円に対し、決算額が１０，０００円となっており、５，０００円の減額とな

っております。減額の理由といたしましては、訪問した１施設が謝礼を辞退されたこと

が主な要因であります。 

次に、旅費につきまして、決算額が７，４００円となっております。内容といたしま

しては、スタッフの交通費でございます。 

次に、印刷製本費につきまして、当初予算額６，０００円に対し、決算額が８８０円

となっており、５，１２０円の減額となっております。減額の理由といたしましては、

当初、チラシを業者に発注する予定でありましたが、自ら作成したことで経費がかから

なかったことが主な要因であります。 

次に、使用料及び賃借料につきまして、当初予算額９９，０００円に対し、決算額が

９０，４００円となっており、概ね予算通り執行されています。内容といたしましては、

マイクロバスのレンタル代となっております。 

次に、役務費につきまして、決算額が１，２７０円となっております。内容といたし

ましては、行事保険代でございます。 

以上が、実績報告の主な内容でございますが、事務局におきまして、領収書並びに関

係書類を精査した結果、適正に執行されているものと判断しております。 

続きまして、団体番号１９ 青葉はつが野世代間交流推進委員会でございます。 

事業の内容といたしましては、地域のお祭りとして「第３４回青葉台夏祭り」を実施

しており、まつりを通じて、近隣の新興住宅との絆を強め、また子ども達に発表の場を

提供することで、自信と成長につながり、世代間における交流を深め、安全安心の街づ

くりを推進するために事業を実施しました。 

事業の成果といたしましては、地域の団体による舞台発表と手作りの夜店の出店によ

り、多数の親子連れや小中学生の参加があり、多世代にわたる交流ができ、地域間の親

睦を深め、子どもたちに楽しい思い出となる事業が実施できたとしており、また、昨年

度の課題であった高齢者の参加促進では、今年度の重点課題として取り組み、参加され

た高齢者から高く評価されたといった内容の実績報告を提出されております。 
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続きまして、収支決算内容についてご説明させていただきます。 

当初提出のありました予算書の収入２，２８０，０００円に対し決算書では、２，３

００，３１９円となっており、２０，３１９円の収入増となっております。 

 

次に支出の部をご説明させていただきます。 

まず、報償費につきまして、当初予算額１００，０００円に対し、決算額が１０，０

００円となっており、９０，０００円の減額となっております。減額の理由といたしま

しては、記入漏れが多く、不明瞭な領収書であったため、対象外経費といたしました。  

次に、旅費につきまして、当初予算額１５，０００円に対し決算額が３２，０６０円と

なっており、１７，０６０円の増額となっております。増額の理由といたしましては、

予算で見込んでいたよりも買い出し等で交通費がかかったのが主な要因です。 

次に消耗品費につきまして、当初予算額より、５４８，３８７円の増額となっており

ますが、主な増額の要因につきましては、夜店の材料費として計上されておりました原

材料費を経費の性質から消耗品費に費目変えを行ったことでございます。 

次に食料費につきましては、当初予算額６０，０００円に対し、決算額が６９，９４

３円となっており、概ね予算通り執行されております。内容といたしましては、出演者

への飲食代でございます。 

次に、印刷製本費につきましては、当初予算額１０，０００円に対し、決算額が３０，

２４０円となっており、２０，２４０円の増額となっております。増額に理由につきま

しては、チラシ・プログラムの枚数の増加やデザインをカラーにしたことが主な要因で

ございます。 

次に、役務費につきまして、当初予算額１０，０００円に対し、決算額が２４，９７

２円となっており、１４，９７２円の増額となっております。増額の理由につきまして

は、郵送代の増加が主な要因となっております。 

次に、委託料につきまして、当初予算額５００，０００円に対し、決算額が４６２，

０５６円となっており、３７，９４４円の減額となっております。減額の理由につきま

しては、雨天時の対策を当初予算で見込んでいたことが主な要因であります。 

次に、使用料及び賃借料につきまして、当初予算額１１０，０００円に対し、決算額

が９７，９７０円となっており、概ね予算通り執行されております。 

次に、原材料費につきまして、当初予算より７４６，９１８円の減額となっておりま

すが、こちらは先程消耗品費においてご説明させていただいたとおり消耗品費に費目変

えを行ったことからの減額でございます。 

最後に、対象外経費として物品購入や打ち上げの費用やスタッフの飲食代等について

６３１，６０９円を計上しております。 

以上が、実績報告の内容でございますが、事務局におきまして、領収書並びに関係書

類を精査した結果、適正に執行されているものと判断しております。 

続きまして、団体番号３３ NPO法人いずみ太鼓でございます。 

事業の内容といたしましては、「災害復興応援チャリティーイベント いずみの国弥生

まつり」を実施しており、市民に災害に対する意識や知識、関心をもってもらい、災害

に強いまちづくりを進めることと、また、報道されない被災地の現状を風化させないた

め、多くの方に知ってもらうことを目的に事業を実施されました。事業の成果といたし

ましては、ワークショップの参加者と災害復興支援曲を演奏することや福島県いわき市

から大阪に避難してきた方から今の被災地の復興の様子を講演していただき、また、和

泉市消防本部より防災について学ぶことで、災害に対する日頃の心構えの大切さと、震
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災を風化させない取り組みと震災復興に関心を持っていただくイベントとなる事業にな

ったと実績の報告の受けております。 

続きまして、収支決算内容についてご説明させていただきます。 

当初提出のありました予算書の収入１，４１７，６００円に対し決算書では、１，３

４６，３０８円となっており、７１，２９２円の収入減となっております。 

 つづきまして、支出の部でございますが、 

まず、報償費につきまして、当初予算額３８５，０００円に対し、決算額が３７２，

０００円となっており、概ね予算通り執行されております。内容につきましては、プロ

の演奏者の出演料と演奏曲の指導料、司会者への謝礼でございます。 

次に、消耗品費につきましては、当初予算額３０，０００円に対し決算額が６０，９

７３円となっており、３０，９７３円の増額となっております。増額の理由といたしま

しては、事業実施日が雨天予報であり、雨をしのぐためにブルーシート等を購入したこ

とが主な要因となっております。 

次に、印刷製本費につきまして、当初予算額６０，０００円に対し決算額が７１，２

００円となっており、概ね予算通り執行されております。内容といたしましては、プロ

グラム、啓発チラシの印刷費用でございます。 

次に、役務費につきましては、当初予算額２５，０００円に対し決算額が１８，７９

１円となっており、概ね予算通り執行されております。内容といたしましては、保険料

と郵送費、振込手数料でございます。 

次に、委託料につきまして、当初予算額６７９，０００円に対し決算額が６６３，０

４０円となっており、概ね予算通り執行されております。内容といたしましては、舞台

設営・音響委託、交通整理に係る警備費、トラックの運送料でございます。 

次に、使用料及び賃借料につきまして、当初予算額１５３，６００円に対し決算額が

１１８，４００円となっており、３５，２００円の減額となっております。減額の理由

といたしまして、なるべく空調を使わず、舞台のみ使用したため、空調代があまりかか

らなかったことが要因でございます。 

次に、食料費につきましては、予算の都合上削減いたしました。 

次に、備品費につきまして、横断幕の作成費用として当初予算を見込んでいましたが、 

舞台の大きさやデザイン等が決まらず、作成を残念したことにより、決算額が０円とな

っております。 

 最後に、対象外経費につきまして、法被の購入費として、４１，９０４円計上されて

おります。 

以上が、実績報告の内容でございますが、事務局におきまして、領収書並びに関係書

類を精査した結果、適正に執行されているものと判断しております。 

 

以上、実績報告の提出がありました７団体の概要でございます。 

事務局と致しまして、これらの団体より提出された実績報告書及び事業報告書、収支

決算書を精査させていただいた結果、対象事業を適正に遂行されたものと解しておりま

す。 

 

これをもちまして、実績報告のありました７団体についての説明を終わらせていただ

きます。よろしくお願いします。 

 

【会長】 
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 はい。ありがとうございました。では、１団体ずつ見ていきたいと思いますが、ま

ずは、１番の「のぞみ野街づくり推進委員会」であるが、ご意見、質問がありましたら、

よろしくお願いします。 

 

              (異議なしの声) 

 

【会長】 

 特に問題はないかと思うので、それでは認めるということにします。 

 団体番号３の「国府校区納涼大会実行委員会」であるが、これは予算の決算が１００

万円近く違って、対象外経費の金券販売額が去年の２倍になっているというのは、売上

げが上がっているのでしょうか。 

 

【事務局】 

 去年が雨で、今年は晴天だったので大盛況で売り上げが多かったというのを聞いてい

ます。 

 

【会長】 

 他に何かありますか。 

 

               (異議なしの声) 

 

【会長】 

 それでは認めるということにします。 

 次は団体番号６の「緑ケ丘世代間交流実行委員会」であるが、特に問題はないという

ことで認めるということにします。 

  

 続いて、団体番号７番の「和泉市音楽家連盟 音の和」であるが、特に問題はないと

いうことで認めるということにします。 

 

 続いて、団体番号１６番「ＮＰＯ現場見学バスツアー実行委員会」であるが、今回が

初めてですか。 

 

【事務局】 

 はい。今回からの参加になります。 

 

【会長】 

 特に問題はないということで認めるということにします。 

 続いて、団体番号１９番の「青葉はつが野世代間交流推進委員会」であるが、何か意

見はありますか。 

 

【委員】 

 原材料費が消耗品に代わっているということであるが、非常に額が多いが中身が変わ

ったのか、中身は同じだが、もう一度、精査し直した結果、消耗品に該当する部分が大

きかったのでしょうか。 
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【事務局】 

 内容は同じであるが、精査した結果、消耗品になったということです。去年の実績の

時にそういう指導をさせていただいた結果で、予算の提出が去年１０月なので、去年の

提出以降に２６年度の決算を指導させていただいたので、予算には反映できなかったと

いう形です。 

 

【会長】 

 では、認めるということにします。 

 団体番号３３番「ＮＰＯ法人いずみ太鼓」であるが、こちらは例年通りで認めるとい

うことでよろしいでしょうか。 

 

                （異議なしの声） 

 

【会長】 

はい。では、全て認められたので、事務局の方で手続きの方をよろしくお願いします。 

 書類のところの課題のところが祭り系の方が祭りを実際実行した上での課題を書かれ

ているところが多くて、そもそもちょいずに出されてきた時の地域の交流であるとか、

そういう目的ではない課題が書かれているところがいくつか見られるので、その辺りは

祭りの運営と課題とそもそもの目的をどれだけ満たされたのかということへの課題と受

付の時に話をしてもらったほうがよいかと考えます。 

 

では、引き続き、次第３の平成２８年度事業の応募団体の審査についてであるが、審

査団体の３３団体と多いので、事務局の方で１０団体ずつに分けて説明をお願いしたい

と思います。 

では、事務局の方から１０団体ずつ説明をお願いします。 

 

【事務局】 

 平成２８度事業における応募団体の申請状況及び各団体の事業内容について、公民

協働推進室の山本よりご説明をさせて頂きます。 

まず、資料４「平成２８年度「ちょいず」事業応募団体一覧」をお願いします。 

まず、応募団体数は、３３団体、申請事業の実施に伴う事業費総額は、３５，６０８，

９４２円となっており、それに対する団体からの支援希望総額は、１２，７７７，４４

０円となっております。 

 続きまして、各団体からの申請内容につきましては、事前に送付させていただいてお

りますファイルに提出された申請書類一式を綴じさせていただいております。その中に

団体の概要調書、定款や会則などを綴じておりますので、ご確認をお願いしたく考えて

おります。 

また、申請資料の概略をまとめさせていただいたものが資料５「平成２８年度 応募

団体一覧」となっております。本日は時間の都合上、概ねこちらの資料を中心にご説明

させて頂きたいと考えております。 

本資料におきまして、事業の必要性及び事業の概要をまとめさせていただいており、

事業の必要性については、事業を実施することとなった背景及び事業目的を記載してお

り、事業の概要については、その目的を達成するために実際にどのような事業を行うの
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かを記載させていただいております。 

なお、資料６につきましては、判定結果をご記入していただくシートとなってござい

ますのでよろしくお願いいたします。 

 継続事業につきましては、事業の目的や事業概要はおおむね変わっていない団体がほ

とんどでございますので、今回新規団体を中心にご説明させていただきたいと思います

のでよろしくお願いいたします。 

それでは、最初の１０団体についてご説明させて頂きます。 

団体番号１、あおばお助け隊でございます。こちらは事業名も同じでございます。 

こちらは、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。また、本団体につきましては備品の購入を予定し

ております。内容につきましては、備品購入シートをご覧いただけますでしょうか。内

容といたしましては、「エンジン草刈機」、「電動チェーンソー」を各１台、生垣バリカン

を３台であり金額が６万円であります。また、必要性といたしましては、使用頻度が高

く、作業日程を調整する必要があることから借用物に頼るのも難しい。また、業務用で

はなく、使用頻度が高いとどうしても壊れてしまい、買い替えが必要となります。事業

自体が年間を通して行う事業であることからレンタルによることが難しいことから購入

を検討されております。 

 

次に、団体番号２ ミータスコア・グループ未来の宮崎剛の「第九」ファミリーコン

サート２０１６でございます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

 

次に、団体番号３ のぞみ野街づくり推進委員会の第１２回のぞみ野夏まつりでござ

います。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

 

次に、団体番号４、和泉だんじり大連合青年部会の和泉だんじり祭継承事業でござい

ます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

 

次に、団体番号５、緑ケ丘世代間交流実行委員会の緑ケ丘夏祭りでございます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

また、本団体につきましては備品の購入を予定しております。内容につきましては、

備品購入シートをご覧いただけますでしょうか。内容といたしましては、屋外用のアン

プ、スピーカ、ラジカセであり、必要性といたしましては、27年度事業での課題であり

ました、音響不足についての対応と会場を離す関係で独立した屋外用のアンプ、スピー

カが必要で購入を検討されております。 

 

次に団体番号６、松尾連合地車連絡協議会の松尾連合地車祭継承事業でございます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 
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次に団体番号７、総合型地域スポーツクラブ大阪和泉光倶楽部の光明台地区を中心と

した子どもと中高年齢者の身体づくり事業でございます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

 

次に団体番号８、和泉市少年少女合唱団でございます。こちらは事業名も同じでござ

います。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

 次に団体番号９、社団法人 和泉青年会議所の第５回わんぱく相撲和泉場所でござい

ます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

 

次に団体番号１０、青葉はつが野世代間交流推進委員会の第３５回青葉台夏まつりで

ございます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

 

 以上で、団体番号１～１０の説明を終わらせていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

【会長】 

 はい。ありがとうございます。説明があった１から１０の団体に関して、意見があれ

ばよろしくお願いします。 

 備品を購入するところは備品購入シートを出してもらって、事務局で検討するという

ことで、まずは団体番号２番「あおばお助け隊」であるが、草刈機、チェーンソー、電

動バリカンとあるが、去年も出されていたのでしょうか。 

 

【事務局】 

 聞き取りをさせてもらったところ、家庭用ということもあって、修理するよりも買い

替える方がということで、使用頻度が高いということが、壊れる原因で購入を検討して

います。 

 

【会長】 

 やはり、業務用になると値段が高くなります。 

 あとは「緑ケ丘世代間交流実行委員会」の音響のほうであるが、何か聞いていますか。 

 

【事務局】 

 今年、音が小さいという事を参加者から指摘され、屋外用のアンプを検討しています。 

 

【委員】 

 備品については今後、どれくらい継続してこの事業が続けられるのかというのが問題

になると思うが、例えば、「あおばお助け隊」のチェーンソー、バリカンは備品といえど
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も、かなり消耗が激しいものなので、年数は持たないと思います。 

 「緑ケ丘世代間交流実行委員会」のアンプスピーカーは長持ちすると思うが、今後の

継続性という事をいえば、過去の実績を見ると、歴史も古く、ちょいずにも参加してい

るので、そういう部分でみると認めるというのも妥当だと考えます。 

 

【会長】 

 「あおばお助け隊」もこれまで参加していて、最初の頃から備品に関しては購入希望

がずっとあって、どうにか認めてきたという経緯もあるので、１、２年で壊れるという

ことであれば、今後も活動する事が見込まれるので、認めてもいいかと思うし、「緑ケ丘

世代間交流実行委員会」の方もちょいずに参加する前から夏祭りはかなり昔からされて

いると思うのでこのまま認めるということにします。 

 他の団体はどうか。新規の団体ではないので、内容的にはこれまでと変わらないと思

います。 

 

【委員】 

 団体番号１０番「青葉はつが野世代間交流推進委員会」、費目では適切な予算計上だと

考えます。 

  

【会長】 

 では、１番から１０番まで、この内容で申請を認めるということでよろしくお願いし

ます。 

 次の１０団体の説明を事務局の方からよろしくお願いします。 

 

【事務局】 

 次に団体番号１１、和泉・ねころじの会の地域猫活動でございます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

また、本団体につきましては備品の購入を予定しております。内容につきましては、

備品購入シートをご覧いただけますでしょうか。内容といたしましては、キャッツトラ

ップケージ（猫専用捕獲器）であり金額が 2 台で、２６，８００円であります。必要性

につきましては、野良猫の捕獲・保護用及び動物病院への移動用などに使用するために

は不可欠なものであり購入を考えております。他団体の活動の活発化に伴い、借用が困

難であり、また、年間を通じて使用するものであり、使用頻度も高く、レンタル等の対

応は難しいことから購入を検討されております。 

 

次に団体番号１２、NPO法人いずみ太鼓の災害復興応援チャリティーイベント いず

みの国弥生まつりでございます。 

  

 こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

また、本団体につきましては備品の購入を予定しております。内容につきましては、

備品購入シートをご覧いただけますでしょうか。内容といたしましては、横断幕であり

金額が４万円であります。必要性につきましては、事業を継続的に行っているが、何の

事業を行っているのかがはっきり判るように行事名を入れたものを作成したいとのこと

であります。 
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次に団体番号１３、信太連合の信太連合（聖大祭・地車祭の安全対策、PR活動、清掃）

でございます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

 

 

団体番号１４、いずみ子ども文楽の会のいずみ子ども文楽でございます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要につきまして、大きく変わってい

るものではございません。事業規模につきまして、定期公演を和泉市立いぶき野小学校

体育館で行うことで、昨年度より会場使用料が不要となり減額されております。 

 

次に団体番号１５、いずみこども AIDの不登校のこどもの居場所でございます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要につきまして、大きく変わってい

るものではございません。事業規模につきまして、２８年度事業より、会員のみの会議

や研修会は、人権文化センター等で借りて行ない、本事業のみ事務所を使用することか

ら、光熱水費についても家賃同様、本事業における日数分を対象経費とさせていただい

ており、増額されております。 

 

次に団体番号１６、和泉の国ジャズストリート実行委員会の和泉の国ジャズストリー

ト２０１６でございます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

  

 

 次に、団体番号１７、国府校区納涼大会実行委員会の国府校区納涼大会でございま

す。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

 

次に、団体番号１８ ＮＰＯ法人音楽サポートネット音結の夢コンサートでございま

す。こちらは、新規事業であり、事業の必要性につきましては、障害児・者が地域の中

で、のびのびと自己表現できる機会や、交流する機会が少ないので、音楽を用いた活動

をすることにより心身の機能向上や社会参加の支援・促進をすることを目的として事業

を実施します。 

また、事業の概要につきましては、５月から毎月１回実行委員会を実施し、６月にス

ケジュール、プログラムを作成。７月に総合的な打ち合わせをし、８月に和泉市コミュ

ニティセンター多目的ホールにてコンサートを実施する計画をしています。 

次に予算書につきまして、事業費総額が２７４，５００円、内、対象経費が２４６，

５００円であり、支援希望額が１２３，０００円となっています。内訳といたしまして、

収入の部から支援金１２３，０００円、事業収入が６０，０００円、自主財源９１，５

００円となっております。 

次に、支出の部につきましては、２７４，５００円を総額とし、内、対象経費が２４

６，５００円を計上しております。内容といたしましては、使用料及び賃借料、委託料、

印刷製本費、消耗品費、役務費、旅費、食料費となっております。対象外経費といたし
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ましては、スタッフのみ練習のため会場費やスタッフの日当代として２８，０００円計

上しております。 

 

次に団体番号１９、三林柔道育成会の武道必修化による柔道ふれあい体験事業でござ

います。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

 

次に団体番号２０、泉州信太山盆踊り保存会の伝統文化「泉州信太山盆踊り」保存・

普及・交流事業でございます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要につきましては、大きく変わって

いるものではございません。事業規模につきまして、講座の回数を増やしたり、広くＰ

Ｒするためのポスターを作成する予定であり、昨年度より増加になっております。 

 

 以上で、団体番号１１～２０の説明を終わらせていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

  

【会長】 

 はい。では、１１から２０の審査に入りたいと思うが、団体番号１１番「和泉・ねこ

ろじの会」は、活動自体は順調ですか。 

 

【事務局】 

 「和泉・ねころじの会」の問合せは、事務局でも多いので活動は活発にされているよ

うです。 

 

【会長】 

 最初に活動をちょいずで認めるかどうかと意見は色々あったが、その後、市の方でト

ラブル等は聞いていますか。 

 

【事務局】 

 はい。聞いていません。 

 

【会長】 

 会員の名簿のプロフィールのところで、ちょいずでこの会に入ったという方がおられ

るので、活動に関心、興味がある方がいるのかというのを改めて感じます。 

 備品のゲージについては、この団体の活動の一番必要なものだと思います。 

 団体番号１２番の「ＮＰＯ法人いずみ太鼓」は、備品が横断幕になっているがどうで

しょうか。 

 

【事務局】  

 以前に「いずみっ子」が横断幕を備品で今年の８月に判定会で審査したが、しっかり

とした横断幕を予定していたので、備品としてという事になりました。 

 

【委員】 

 先程、実績報告にあったが、横断幕をやめているがなぜでしょうか。 
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【事務局】 

 横断幕を２７年度で作成を予定していたが、会場の大きさやデザインで日数が間に合

わず、２７年度は断念して２８年度できちんとした横断幕を作成したいという事を相談

されたので、もう一度予算に挙げています。 

 

【会長】 

 お金の問題というよりも、どういうものを作りたいかという事で踏み切れなかったの

でという事であるのでしょうか。 

 

【事務局】 

 会の中でもいろんな意見があったり、会場の大きさがまず決まらないと、横断幕の大

きさもデザインも決まらなかったというのがありました。 

 

【会長】 

 団体番号１５番の「いずみこどもＡＩＤ」で、収支予算書のところで光熱水費を今回

から加えているということであるが、家賃に関しては、場所を決めて、子どもたちが来

る場所を確保するということが一番重要な事なので家賃を認めて行くという事で話が止

まっていたと思いますが、プラス電気と水道というくらいなのでしょうか。 

 

【事務局】 

 事業のみでしか使わないという事で聞いているので、光熱水費等を今年は計上しまし

た。 

 

【会長】 

 いかがでしょうか。 

 

【委員】 

 本来している事業が、行政がある程度応援しなければならないような事業なので、そ

れをしていただいているというのは、非常に有難いと考えられるので、ちゃんと切り分

けしての光熱水費だったりするので、認めていけると思います。 

 

【会長】 

 はい。こういう支出の仕方というのが、「いずみこどもＡＩＤ」だけだと思うので、今

後、こういう活動を期待するところがあるので、毎回、気にしながら止めていくより、

制度としてきっちり認めていけるということを作っていく事を考えた方がいいかと思い

ます。 

 

新規で団体番号１８番 「ＮＰＯ法人音楽サポートネット音結」は初めての参加である

のですか。 

  

【事務局】 

 はい。初めての参加です。去年から相談はされていました。 
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【会長】 

 「ＮＰＯ法人音楽サポートネット音結」は、対象となる方たちというのは、住所は和

泉市緑ケ丘になっていますが、その周辺の方たちを対象として考えているのでしょうか。 

 

【事務局】 

 ＮＰＯ法人としての事業実績も挙げていただいている団体になっていて、特に限定し

ての活動をするという事は聞いていません。 

 

【会長】 

 では、特に問題がないようであるので、承認ということにします。 

 １１番から２０番の団体に関しては、認めるということにします。 

 続いての１０団体の説明をよろしくお願いします。 

 

【事務局】 

 はい。それでは団体番号２１番から説明させていただきます。 

次に団体番号２１、四季の味覚祭実行委員会の四季の味覚祭～地産地消による地域活

性化イベントでございます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

 

 

次に団体番号２２ 和泉市ディスコン協会の第９回和泉市地域交流ディスコン大会で

ございます。こちらは、新規事業であり、事業の必要性につきましては、地域の高齢化

が進み、人と人との交流が少なく、近隣住民とのつながりも希薄である。また、昔に比

べ交流する場や機会がないので、地域での孤立化が問題となっているのが現状である。

ディスコンの普及活動を通じて、世代間の交流の機会をつくり、活動を推進することで

地域の結びつきを深めることもでき、また、スポーツを通じて体力の向上、健康福祉の

向上に寄与することを目的に実施します。 

また、事業の概要につきましては、１月に実行委員会を発足し、３月～４月に初心者

講習会や審判のスキルアップ講習会を開催し、５月に和泉市立市民体育館で和泉市地域

交流ディスコン大会を実施する計画をしています。 

次に予算書につきまして、事業費総額が６２，０００円、内、対象経費が６２，００

０円であり、支援希望額が３０，０００円となっています。内訳といたしまして、収入

の部から支援金３０，０００円、事業収入が１４，０００円、協賛金が５，０００円、

自主財源１３，０００円となっております。 

次に、支出の部につきましては、６２，０００円を総額とし、内、対象経費が６２，

０００円を計上しております。内容といたしましては、使用料及び賃借料、報償費、消

耗品費、役務費、印刷製本費、食料費となっております。 

 次に団体番号２３ 月の明かりコンサート実行委員会の月の明かりコンサートでご

ざいます。こちらも、新規事業であり、事業の必要性につきましては、東日本大震災で

被災者の方の支援をするうちに、地域住民のつながりの必要性を感じ、また、チャリテ

ィーコンサートを実施することで、音楽を通じて地域住民の交流を図り、参加者に募金

をしてもらうことで、災害への意識の風化をさせないことを目的とし事業を実施します。 

また、事業の概要につきましては、お寺にて、８～１０組のアーティストに出演して

もらい、チャリティーコンサートを開催。来場者から募金を募ります。集めた募金につ
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いては、支援金や支援物として、ただ送るのではなく、実行委員が現地に訪問し、支援

物を届け、現地の方々と音楽を通じて、心の豊かさを育むような事業を実施する計画を

しています。 

次に予算書につきまして、事業費総額が２４６，０００円、内、対象経費が２４６，

０００円であり、支援希望額が１２３，０００円となっています。内訳といたしまして、

収入の部から支援金１２３、０００円、事業収入が５０，０００円、自主財源７３，０

００円となっております。 

次に、支出の部につきましては、２４６，０００円を総額とし、内、対象経費が２４

６，０００円を計上しております。内容といたしましては、報償費、委託料、食料費、

印刷製本費、消耗品費となっております。 

 

次に団体番号２４、内田町ボランティア蛍の会の蛍の放流・鑑賞会でございます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

次に団体番号２５、レインボーシードのほほえみフェスタ・ほほえみ座談会・シブリ

ングキッズ会でございます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

 

次に、団体番号２６、和泉市音楽家連盟「音の和」の和泉市音楽家連盟「音の和」９

thコンサート とっておき名曲コンサート（仮）でございます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

 

次に団体番号２７、はつが野街づくり推進委員会のはつが野祭りでございます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

 

次に団体番号２８、パソコン会の障がい者のためのパソコン教室でございます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

 

次に、団体番号２９、伯太フェスタ実行委員会の伯太ふれあいフェスタ２０１６でご

ざいます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

 

次に団体番号３０、ガールスカウト大阪府第２８団の野外クッキング＆防災でござい

ます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

 

 以上で、団体番号２１～３０の説明を終わらせていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 
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【会長】 

 はい。それでは団体番号２１番から３０番の団体の審査に入りたいと思います。 

 団体番号２２番「和泉市ディスコン協会」が新規であり、ニュースポーツなので、障

がい者や高齢者がやりやすいスポーツですね。  

事業名の和泉市地域交流ディスコン大会というのをするだけで、市民の方が投票する

時に何をする団体なのか理解できるように、名前を工夫されてもよいと思う。ディスコ

ンの説明をもう少し書いていれば分かりやすいが。 

 

【事務局】 

 ＰＲシートでは写真でどういうことをされているのかというのを指摘し、写真を載せ

ています。 

 

【会長】 

 申請金額も少ないので、大きくは望んでいないのかもしれないですね。 

 

【事務局】 

 活動は活発にしている団体で、年輪大学から依頼があれば教えに行ったり、各小学校

にも教えに行っています。 

 

【委員】 

 これまでは自分たちでやって来たということであるが、制度を今まで知らなかったの

ですか。 

 

【事務局】 

 去年からちょいずの参加を希望されていて、書類が難しいということで迷っていたと

ころ、やっと、今年団体の方と協力してできるということになりました。 

 

【会長】 

 団体番号２３番「月の明かりコンサート実行委員会」の代表の方は、住職なのでしょ

うか。 

 

【事務局】 

 一般の市民の方です。 

 

【委員】 

 コンサートはチャリティーであるが、そこで支援金や支援物資を届けるというところ

まで、事業内容に書いているが、その辺りの旅費が上がっていないが、今後、上げてく

る可能性はないのですか。 

 

【事務局】 

 今のところ聞いているのは、お寺の中でチャリティーコンサートがメインで、最終持

って行かれるというのまでは、この事業としては考えていないと聞いています。 

 

【会長】 

 事業内容のところには、現地に訪問して直接届けるということになっているが、この
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事業計画書で認めていくと、あとで支出のところで申請するという、追加が出てくる可

能性はあって、その場合に、こちらでも事業内容書いてあるのを認めるとなると、その

支出も認めるという形になってくると思います。 

 

【事務局】 

団体と相談して、内容を確認して、皆さんには報告したいと思います。 

 

【会長】 

 「月の明かりコンサート実行委員会」に確認してもらい、修正があれば連絡をお願い

する。全体としては認めます。 

 それでは、事務局に３１から３３までの説明をお願いします。 

 

【事務局】 

 次に団体番号３１、こどもＮＰＯセンターいずみっ子のおもしろ体験型市場「こど

も市」でございます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

 

次に団体番号３２、いずみの国自然館クラブの自然観察・自然史科学の普及・自然史

資料の収集整理・研究出版・環境教育・自然館の設立運営事業でございます。 

こちらも、継続事業であり、事業の必要性及び概要、事業規模につきまして、大きく

変わっているものではございません。 

 

次に団体番号３３ コーラスグループぶどうの木の東日本大震災支援ボランティア体

験プログラム＆報告会でございます。こちらも、新規事業であり、事業の必要性につき

ましては、東日本大震災は、関西に住んでいる私たちにとっては過去のことのようにな

っているが、まだまだ復興とはいえない状況が続いている。このような状況は、メディ

アでも伝えられていないので、実際現場に行って学ぶことが大切であり、そのことを広

く市民に啓発するを目的として事業を行います。 

また、事業の概要につきましては、１月から会議を行ない、また、現地で打ち合わせ

をする。５月か９月の連休に体験プロクラムを実施する。実施後、アイ・あいロビーに

て啓発活動として報告会を開催する計画をしています。 

次に予算書につきまして、事業費総額が６９７，５００円、内、対象経費が６００，

０００円であり、支援希望額が３００，０００円となっています。内訳といたしまして、

収入の部から支援金３００，０００円、事業収入が３００，０００円、自主財源９７，

５００円となっております。 

次に、支出の部につきましては、６９７，５００円を総額とし、内、対象経費が６０

０，０００円を計上しております。内容といたしましては、旅費、消耗品費、印刷製本

費、役務費、委託料、使用料となっております。対象外経費といたしましては、宿泊費

として、９７，５００円を計上しております。 

 

以上で、団体番号３１～３３の説明を終わらせていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

【会長】 
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 はい。 

 団体番号３３番「コーラスグループぶどうの木」が新規ということで、内容としては、

１５人の方が南相馬市に行かれてコーラスを通したボランティア活動をされるというこ

とであるのですか。 

 

【事務局】 

 実際にボランティアを体験した方からの報告を来ていただいた方にし、実際に和泉市

が被災にあった時に役立つ情報を伝えて、啓発する事業になっています。 

 

【会長】 

 もし支援金額が少なくて、交付金額が少なかったら、かなりの持ち出しになると思い

ますが。 

 

【事務局】 

 今までも活動はしていて、ＮＰＯ見学ツアーの新田さんがされているという形で、前

からこれをやっていたという関係があり、相談されてエントリーされました。 

 

【会長】 

 他になければ、この３団体についてもこの内容で認めるということにします。 

 では、次第４、その他事務連絡についてお願いします。 

  

【事務局】 

 では、今後のスケジュールについて説明させていただきます。 

 まず、２７年度については今日が第３回目の判定会である。今後、１２月の結果を受

けて、判定会で実績報告された団体に結果の通知をさせていただきます。 

 １月下旬頃に第４回判定会の開催を予定している。第５回の判定会は３月下旬頃に予

定をさせていただいています。 

 平成２８年度事業については第３回判定会で支援対象者の審査をさせていただいて、

１団体だけ、皆さんに後日、報告させていただきます。団体紹介冊子、選択届出用紙等

を業者に委託、発注させていただいて、１月下旬頃に出来上がる予定であります。２月

の広報誌に全戸配布させていただいて、２月１日から２月２９日にかけて、選択届出を

させていただきます。３月下旬に選択届出結果の報告をさせていただき、公表させてい

ただきます。来年は第１回判定会を４月中旬頃開催予定をさせていただいて、そこで変

更交付申請の審査、参加団体の意見交換会を予定しています。以上です。 

 

【会長】 

 では、今回はネットでの届出はできますか。 

 

【事務局】 

 はい。初めてのことですので、団体紹介冊子等にＱＲコードも入れて、携帯からも届

出できるよう考えております。 

 

【会長】 

 はい。よろしくお願いします。では、本日の判定会を終了したいと思います。 

 


